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福音の
ひびき

11月の説教者

2 日　死者の日
根田　健二

（聖心布教会）

9 日　ラテラノ教会の献堂
グエン・ニャット・バン�

（神言修道会）

16日　年間第33主日
キシャケール・ビジュ・

アウグスティン
（南山教会）

23日　王であるキリスト
今泉　健

（カルメル会）

２
０
２
４
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
で

被
災
し
、
建
物
が
全
壊
し
た
石
川
県
輪
島
市
の

海
の
星
の
聖
母
カ
ト
リ
ッ
ク
輪
島
教
会
が
再
建

さ
れ
た
。
９
月
27
日
、
真
新
し
い
聖
堂
で
献
堂

式
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
輪
島
教
会
は
奥
能
登
の
宣

教
司
牧
へ
新
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
教
会
建

物
は
地
震
の
復
興
支
援
に
取
り
組
む
「
カ
リ
タ

ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
滞
在
拠
点
に

も
な
り
、
期
待
さ
れ
る
。

献
堂
式
ミ
サ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

の
松
浦
悟
郎
司
教
が
主
司
式
を
務
め
、
輪
島
教

会
で
長
年
司
牧
を
担
っ
て
き
た
男
子
跣
足
カ
ル

メ
ル
修
道
会
の
今
泉
健
総
長
代
理
ら
、
合
わ
せ

て
10
人
の
司
祭
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
輪
島

教
会
の
信
徒
を
は
じ
め
、
北
陸
三
県
の
信
徒
、

修
道
女
ら
約
80
人
が
参
列
し
、
ま
ず
聖
堂
に
聖

水
、
聖
香
油
が
注
が
れ
て
ミ
サ
は
始
ま
っ
た
。

松
浦
司
教
は
説
教
で
「
地
震
、
そ
し
て
洪
水

で
生
活
が
破
壊
さ
れ
た
が
、輪
島
教
会
は
人
的
、

精
神
的
な
大
き
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
再
建
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
は
聖
年
で
あ
る
。
扉

に
入
り
、
出
て
い
く
意
義
を
あ
ら
た
め
て
か
み

し
め
、
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

ミ
サ
の
前
に
輪
島
教
会
に
併
設
さ
れ
た
海
の

星
幼
稚
園
の
園
児
９
人
が
お
祝
い
の
歌
を
披
露

し
た
。
ミ
サ
後
は
聖
堂
前
広
場
で
祝
賀
会
が
開

か
れ
、
出
席
者
が
交
流
を
深
め
た
。

建
て
替
え
ら
れ
た
輪
島
教
会
は
木
造
二
階
建

て
、
延
べ
167
平
方
メ
ー
ト
ル
。
一
階
に
聖
堂
、

香
部
屋
、
事
務
室
、
二
階
は
「
カ
リ
タ
ス
の
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
滞
在
拠
点
に
な
る
よ

う
に
部
屋
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

再
建
に
当
た
っ
て
、
被
災
す
る
前
、
聖
堂
に

あ
っ
た
十
字
架
、
聖
母
像
が
修
復
さ
れ
、
設
置

さ
れ
た
。
破
損
を
免
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
４

枚
が
聖
堂
の
窓
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。
オ
ル
ガ

ン
も
修
理
さ
れ
て
聖
堂
に
戻
っ
て
き
た
。

海
の
星
の
聖
母
カ
ト
リ
ッ
ク
輪
島
教
会
は
１

９
６
５
年
４
月
、
カ
ル
メ
ル
会
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
。
同
教
会
は
今
年
、
創
設
か
ら
献
堂
60

周
年
を
迎
え
た
。
ま
た
、
教
会
付
属
の
海
の
星

幼
稚
園
も
教
会
と
同
時
に
誕
生
し
た
。

�

（
文
責　

桑
島　

基
至
）

９
月
23
日
（
火
）
午
後
１

時
よ
り
、
八
事
霊
園
に
お
い

て
「
合
同
埋
葬
式
・
追
悼
ミ

サ
」
が
行
わ
れ
、
晴
天
に
恵

ま
れ
る
中
、
約
100
名
が
参
列

し
た
。

午
後
１
時
に
は
合
葬
墓
に

お
い
て
、
合
同
埋
葬
式
が
太

田
実
神
父
の
司
式
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
26
体
の
遺
骨
を
安

置
し
た
。
続
い
て
、
早
川
和

彦
助
祭
と
光
山
相
泰
助
祭
に

よ
っ
て
、
墓
地
内
の
各
墓
石

に
灌
水
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

間
、
参
列
者
全
員
で
ロ
ザ
リ

オ
の
祈
り
を
唱
え
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
霊
魂
の
安
息

を
祈
願
し
、
聖
母
マ
リ
ア
の

と
り
つ
ぎ
を

願
っ
た
。

そ
の
後
、

午
後
２
時
よ

り
追
悼
ミ
サ

が
松
浦
悟
郎

司
教
主
司

式
、
太
田
実

神
父
共
同
司

式
で
行
わ

れ
、
説
教
で

松
浦
司
教

は
、「
親
し

い
人
た
ち
、

大
切
な
人
た

ち
に
先
立
た

れ
、
死
別
す

る
こ
と
は
、

こ
の
世
で
は
も
う
彼
ら
を
見

る
こ
と
も
言
葉
を
交
わ
す
こ

と
も
な
く
な
り
、
私
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
喪
失
感
が

あ
り
、
大
変
悲
し
い
こ
と
で

あ
る
が
、
私
た
ち
は
、
こ
の

ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
亡
く
な
っ
て
、
今
は
天

に
あ
る
人
々
と
と
も
に
同
じ

主
の
食
卓
に
与
る
こ
と
が
、

そ
こ
で
い
つ
の
日
か
彼
ら
と

再
び
会
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
大
き
な
希
望
に
繋
が

る
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
今
後
、
10
月
12
日

（
日
）
に
は
午
後
２
時
よ
り

東
八
事
霊
園
第
一
墓
地
で
行

わ
れ
、ま
た
11
月
２
日
（
日
）

に
は
午
後
２
時
よ
り
東
八
事

霊
園
第
二
墓
地
に
お
い
て
合

同
追
悼
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
10
月
４
日

（
土
）
聖
年
の
巡
礼
バ
ス
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ツ

ア
ー
は
、「
希
望
の
巡
礼
者
」

と
名
付
け
ら
れ
、
前
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
聖
年
の
呼
び

か
け
に
応
え
、
教
区
福
音
化

養
成
委
員
会
が
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
の
た
め
に
企
画
し
た
巡
礼

バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

参
加
者
は
20
名
。
金
沢
教

会
を
朝
８
時
に
出
発
し
名
古

屋
に
入
り
、
始
め
に
尋
ね
た

の
は
、
名
古
屋
教
区
の
カ
テ

ド
ラ
ル
（
聖
ペ
ト
ロ
・
聖
パ

ウ
ロ
司
教
座
大
聖
堂
）
で
あ

る
。
昼
食
後
、
聖
年
の
扉
の

前
で
「
聖
年
の
祈
り
」
を
さ

さ
げ
、
荘
厳
な
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
音
色
に
迎
え
ら
れ
な

が
ら
聖
堂
内
を
見
学
し
た
。

次
に
訪
れ
た
栄
国
寺
で

は
、
施
設
内
の
切
支
丹
遺
跡

博
物
館
、
顕
彰
碑
（
毎
年
10

月
に
こ
の
碑
の
前
で
殉
教
者

祭
ミ
サ
が
行
わ
れ
て
い
る
）

を
見
学
し
、
ご
住
職
か
ら
こ

の
地
で
殉
教
し
た
多
く
の
切

支
丹
と
お
寺
の
か
か
わ
り
、

歴
史
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
ツ

ア
ー
最
終
の
巡
礼
地
、
主
税

町
教
会
は
名
古
屋
教
区
で
最

も
古
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

あ
る
。
聖
堂
裏
の
緑
豊
か
な

庭
の
奥
に
日
本
国
内
で
は
二

番
目
に
古
い
ル
ル
ド
の
洞
窟

が
あ
る
。
主
税
町
教
会
は
現

在
小
教
区
の
教
会
で
は
な
く

名
古
屋
教
区
の
記
念
聖
堂
と

な
っ
て
い
る
が
、
布
池
教
会

が
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
名

古
屋
知
牧
区
長
座
教
会
で

あ
っ
た
。

こ
の
巡
礼
の
締
め
括
り

は
、
信
仰
の
学
び
で
あ
る
先

人
を
称
え
、
こ
の
巡
礼
を
通

し
て
信
仰
を
新
た
に
す
る
機

会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
神

様
に
感
謝
し
、
松
浦
悟
郎
司

教
主
司
式
の
も
と
、
司
祭
4

通
常
聖
年

希
望
の
巡
礼
者
と
な
っ
て

聖
年
を
と
も
に
歩
み
ま
し
ょ
う

2025年

教
区
八
事
霊
園
合
同
埋
葬
式
・
追
悼
ミ
サ

震災復興の拠点に
全壊のカトリック輪島教会、
� 再建　献堂式ミサで新な一歩

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
金
沢
発
名
古
屋
巡
礼
バ
ス
ツ
ア
ー

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
金
沢
発
名
古
屋
巡
礼
バ
ス
ツ
ア
ー

（
２
面
に
続
く
）
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２
０
２
５
年
岡
崎
教
会
で

行
っ
た
平
和
旬
間
行
事
を
紹

介
す
る
。

１
．那
覇
教
区
で
行
わ
れ
た
、

６
月
23
日
「
沖
縄
・
慰
霊
の

日
」
那
覇
教
区
平
和
巡
礼
、

平
和
の
集
い
の
た
め
に
５
月

１
日
～
５
月
31
日
ま
で
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
折
り
鶴

を
教
会
の
皆
さ
ん
と
祈
り
を

こ
め
て
折
り
、
千
羽
鶴
を
魂

魄
の
塔
へ
捧
げ
た
。

２
．
７
月
26
日
侍
者
の
研�

修
、
平
和
学
習
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
子
供
13
名
、
大
人

18
名
で
、
モ
ル
ク
神
父
様
と

合
わ
せ
て
32
名
が
参
加
し

た
。
神
父
様
か
ら
の
主
日
の

ミ
サ
の
典
礼
を
学
ん
だ
。

侍
者
の
所
作
や
、
ミ
サ
で

使
わ
れ
る
祭
具
の
名
称
を
ク

イ
ズ
形
式
で
出
題
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
学
ん
だ
。

今
ま
で
侍
者
を
や
っ
た
事

が
な
い
子
供
た
ち
も
『
今
度

は
侍
者
を
や
り
た
い
！
』
と

う
れ
し
い
声
が
上
っ
た
。

そ
し
て
広
島
出
身
で
被
爆

二
世
の
信
徒
が
爆
心
地
か
ら

2
キ
ロ
の
と
こ
ろ
で
原
爆
被

害
に
あ
っ
た
父
の
話
を
し

た
。
そ
の
後
、
原
爆
症
に
よ

る
白
血
病
で
わ
ず
か
12
歳
で

亡
く
な
っ
た
少
女
の
紙
芝
居

「
原
爆
の
子
、
さ
だ
子
の
願

い
」
を
鑑
賞
し
た
子
供
た
ち

に
感
じ
た
こ
と
を
一
人
ひ
と

り
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
８

月
９
日
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
平
和

ミ
サ
で
共
同
祈
願
と
し
て
発

表
し
た
。

そ
の
後
、
教
会
の
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
達
の
心
の
こ

も
っ
た
、お・も・て・な・し
。

お
楽
し
み
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

そ
の
日
は
と
て
も
天
気
が

良
く
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
子
供
た
ち
が
庭
で
駆

け
回
り
楽
し
く
過
ご
し
た
。

３
．
戦
後
80
年
に
あ
たって
、

実
際
の
戦
争
体
験
を
し
た
語

り
部
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
来

た
。
私
達
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
？
ま
ず
は
知
る
こ

と
。そ

こ
で
こ
の
夏
封
切
り
さ

れ
た
太
平
洋
戦
争
の
映
画
を

教
会
の
信
徒
に
お
知
ら
せ

し
、
皆
さ
ん
に
３
本
紹
介
し

た
。私

達
岡
崎
教
会
一
同
も
こ

の
節
目
の
戦
後
八
十
年
、
過

去
を
忘
れ
ず
、
未
来
に
平
和

の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
願

い
、
互
い
に
伝
え
あ
っ
て
い

け
る
共
同
体
と
し
て
歩
ん
で

行
き
た
い
と
思
う
。

�

（
文
責　

森
本
裕
明
）

９
月
15
日
（
月
・
敬
老
の

日
）、
布
池
教
会
に
て
教
区

典
礼
研
修
会
が
典
礼
聖
歌
を

扱
い
「
歌
は
、祈
り
」を
テ
ー

マ
と
し
て
神
馬
宏
美
氏
と
活

動
を
共
に
す
る
「
典
礼
聖
歌

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
招
い
て

研
修
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の

内
容
で
開
催
さ
れ
た
。

典
礼
聖
歌
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

は
１
９
９
７
年
に
創
立
さ

れ
、
故
高
田
三
郎
氏
に
よ
っ

て
、
日
本
人
の
た
め
の
祈
り

の
歌
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
典

礼
聖
歌
の
普
及
に
役
立
ち
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
、
作
曲

者
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た

者
が
中
心
と
な
り
、そ
の「
作

曲
者
の
意
思
」
を
で
き
る
だ

猛
暑
の
続
く
８
月
30
日

「
若
者
気
候
訴
訟
」
原
告
の

安
部
芙
祐
実
さ
ん
、
ク
ー
ル

ク
ラ
イ
メ
ー
ト
あ
い
ち
呼
び

か
け
人
の
尾
形
慶
子
さ
ん
の

講
演
が
福
信
館
で
行
わ
れ

た
。２

０
２
４
年
８
月
、
10
代

～
20
代
の
16
名
の
若
者
が
原

告
と
な
り
、
気
候
に
悪
影
響

を
与
え
る
事
業
活
動
は
許
さ

れ
な
い
と
、
CO2
排
出
削
減
を

求
め
電
力
ト
ッ
プ
10
社
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
CO2
排
出
量

の
32
・
８
％
を
排
出
）
を
名

古
屋
地
裁
に
提
訴
し
た
。

安
部
さ
ん
は
小
学
校
の
先

生
。
大
学
生
の
時
、姉
の「
も

う
肉
は
食
べ
な
い
」
発
言
を

発
端
に
、
畜
産
由
来
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
世
界

の
総
排
出
量
の
14
・
５
％
を

占
め
て
い
る
事
を
知
り
、
こ

の
事
が
環
境
活
動
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

現
在
、
世
界
の
平
均
気
温

は
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
平

均
１
・
２
℃
上
昇
し
て
い

る
。
こ
れ
を
体
温
に
置
き
換

え
１
・
２
℃
上
が
る
事
を
考

え
る
と
地
球
の
温
暖
化
が
理

解
で
き
る
。

パ
リ
協
定
（
２
０
１
５�

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
）で
は
１・５
℃

に
抑
え
る
こ
と
を
世
界
で
合

意
し
た
。

２
０
２
３
年
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
世
界
気
象
機
関
及
び
国
連

環
境
計
画
に
よ
り
１
９
８
８

年
設
立
さ
れ
た
政
府
間
組

織
）
は
人
間
活
動
が
地
球
温

暖
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

と
警
告
。
こ
の
ま
ま
何
も
し

な
け
れ
ば
、
２
１
０
０
年
に

は
世
界
の
平
均
気
温
が
２
・

６
～
４
・
８
℃
上
昇
し
、
海

面
水
位
は
60
ｍ
上
昇
す
る
。

日
本
を
含
む
Ｇ
７
各
国
は
２

０
５
０
年
ま
で
に
CO2
実
質
０

の
達
成
を
目
指
し
て
い
る

が
、
英
国
は
２
０
２
４
年
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
よ
っ
て
CO2
を
最
も
多
く

排
す
る
石
炭
火
力
を
全
廃
し

た
。裁

判
で
被
告（
電
力
10
社
）

は
、
民
法
の
不
法
行
為
で
は

な
い
、
権
利
侵
害
は
し
て
い

な
い
、
相
当
因
果
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
、
CO2
排
出
削
減

１
・
５
℃
に
法
的
義
務
は
な

い
と
反
論
し
て
い
る
。

猛
暑
、豪
雨
、干
ば
つ
等
、

世
界
で
起
き
て
い
る
異
常
気

象
。
子
供
は
外
遊
び
が
出
来

な
い
、
屋
外
で
の
労
働
条
件

の
悪
化
、
食
料
危
機
等
、
子

供
や
若
者
ほ
ど
被
害
を
受
け

る
気
候
変
動
は
、
１
・
５
℃

目
標
を
達
成
出
来
る
か
の
瀬

戸
際
に
あ
る
。
国
や
行
政
の

待
っ
た
な
し
の
対
応
が
必
要

だ
。
家
の
断
熱
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
等
、
国
民
の
意

思
を
政
府
に
示
す
行
動
も
大

切
だ
。

「
気
候
危
機
の
な
い
未
来

が
ほ
し
い
」
と
立
ち
上
が
っ

た
勇
気
あ
る
若
者
達
。
そ
の

司
法
判
断
に
注
目
し
た
い
。

（
次
世
代
を
考
え
る
会

�

西
谷
恭
子
）

け
忠
実
に
反
映
さ
せ
た
演
奏

を
目
指
し
て
、
毎
月
２
回
の

練
習
を
重
ね
て
い
る
。
現
在

団
員
数
30
名
。
主
な
活
動
と

し
て
教
会
で
の
聖
歌
奉
仕
、

演
奏
会
、ミ
サ
の
聖
歌
指
導
、

オ
ル
ガ
ン
奉
仕
者
の
た
め
の

研
修
会
、
Ｃ
Ｄ
録
音
と
頒
布

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

典
礼
聖
歌
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

か
ら
は
団
長
の
神
馬
氏
、
指

揮
者
の
芹
澤
教
高
氏
、
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の 

芹
澤
紀
子
氏

を
含
む
26
名
の
来
名
が
あ

り
、
研
修
参
加
者
は
120
名
に

上
っ
た
。

秋
元
伸
介
助
祭
の
招
き
の

祈
り
に
始
ま
り
、
神
馬
氏
、

松
浦
悟
郎
司
教
の
挨
拶
が
あ

り
、
松
浦
司
教
か
ら
は
典
礼

聖
歌
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
紹
介

と
今
回
の
研
修
会
に
至
る
い

き
さ
つ
の
説
明
が
あ
っ
た
。

研
修
は
芹
澤
氏
が
ミ
サ
の

流
れ
に
沿
っ
て
進
め
、
通
常

の
ミ
サ
の
式
次
第
の
「
入
祭

の
歌
は
な
ぜ
歌
う
の
か
？
」

に
始
ま
り
、
具
体
的
な
場
面

ご
と
に
歌
わ
れ
る
典
礼
聖
歌

の
意
義
や
心
構
え
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
話
は
所
作
や
歌

の
ペ
ー
ス
に
も
及
び
、
歌
う

奉
仕
者
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
聞
く
人
の
姿
勢
に
つ
い

て
の
助
言
も
あ
り
、
聖
書
朗

読
や
答
唱
詩
編
な
ど
は
「
聖

書
と
典
礼
」
な
ど
の
テ
キ
ス

ト
に
目
を
落
と
す
の
で
は
な

く
耳
で
し
っ
か
り
聞
い
て
味

わ
い
、
目
は
「
神
の
言
葉
」

を
告
げ
、
あ
る
い
は
歌
う
人

の
方
を
見
つ
め
る
こ
と
が
肝

要
と
の
あ
り
方
が
伝
え
ら
れ

た
。

歌
う
際
の
助
言
と
し
て

「
心
の
あ
り
よ
う
」
に
つ
い

て
触
れ
、
感
謝
の
賛
歌
を
歌

う
時
は
祭
壇
の
上
の
聖
体
を

見
つ
め
、「
感
謝
の
心
」
を

心
の
奥
底
か
ら
込
め
て
歌
う

こ
と
が
勧
め
ら
れ
た
。
講
話

に
続
き
歌
唱
指
導
が
実
践
さ

れ
た
。
今
回
、
実
践
的
に

扱
っ
た
の
は
聖
金
曜
日
に
歌

わ
れ
る
十
字
架
称
賛
に
係
る

歌
だ
っ
た
。
歌
う
前
に
聖
金

曜
日
の
典
礼
す
な
わ
ち
「
主

の
受
難
の
典
礼
」
の
位
置
づ

け
に
触
れ
、「
主
の
晩
さ
ん

の
ミ
サ
を
復
活
徹
夜
祭
に
つ

な
ぐ
」
過
ぎ
越
し
の
意
味
が

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。
聖
金
曜
日
に
読
ま
れ
る

「
受
難
の
朗
読
」
に
は
、
Ｃ
、

十
、
Ａ
、
Ｓ
の
記
号
が
現
在

で
は
役
割
分
担
の
印
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
は
読
み
方
の
指
示
だ
っ

た
な
ど
の
豆
知
識

も
織
り
交
ぜ
つ

つ
、
充
実
し
た
講

話
だ
っ
た
。
秋
元

助
祭
、
松
浦
司
教

の
協
力
の
も
と
盛

式
共
同
祈
願
、
十

字
架
の
礼
拝
が
歌

わ
れ
た
。
芹
澤
氏

は
、
典
礼
聖
歌
は

「
神
の
言
葉
」
を

歌
う
の
だ
か
ら
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い

「
深
み
の
あ
る
声
」

を
自
分
な
り
に
創
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
強
調
し
て
締
め

く
っ
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
含
む
18
曲
が
歌

わ
れ
た
。
研
修
会
の
締
め
く

く
り
に
は
、
司
会
者
の
提
案

で
祈
り
の
代
わ
り
に
典
礼
聖

歌
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
メ
ン

バ
ー
と
参
加
者
全
員
で
、
芹

澤
氏
の
指
揮
で
典
礼
聖
歌
408

番「
行
け　

地
の
は
て
ま
で
」

を
熱
唱
し
幕
を
閉
じ
た
。

な
お
、
今
回
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
は
「
能
登
災
害
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」
と
し
て
献

金
箱
を
設
置
し
、
会
場
で
は

典
礼
聖
歌
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

Ｃ
Ｄ
も
販
売
さ
れ
、
そ
の
収

益
も
含
む
合
計
２
２
２
、
３

３
８
円
が
能
登
災
害
支
援
に

充
て
ら
れ
た
。

（
文
責　

教
区
典
礼
委
員
会
）

名
、
九
里
彰
神
父
、
浅
井
太

郎
神
父
、
ノ
・
ヒ
チ
ョ
ル
神

父
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ア
ン

ネ
ー
・
ラ
マ
神
父
に
よ
る
共

同
司
式
で
、
ち
ょ
う
ど
主
税

町
教
会
で
行
わ
れ
て
い
た
カ

ノ
ッ
サ
会
第
三
会
の
集
会
参

加
者
も
加
わ
っ
て
、
信
徒
30

名
ほ
ど
が
参
加
し
て
ミ
サ
が

捧
げ
ら
れ
た
。

お
よ
そ
12
時
間
に
わ
た
る

巡
礼
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
終

始
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
、
和

や
か
な
分
か
ち
合
い
が
続
い

て
い
た
。
交
通
事
情
に
よ
り

30
分
程
度
予
定
が
押
し
て
い

た
が
、
金
沢
到
着
は
予
定
通

り
20
時
。
旅
の
無
事
と
巡
礼

の
豊
か
な
お
恵
み
を
神
様
に

感
謝
！

（
文
責　

教
区
福
音
化
養
成

�

委
員
会　

片
桐
厚
子
）

「
歌
は
、
祈
り
」

２
０
２
５
年
度
第
２
回
典
礼
研
修
会

２
０
２
５
年
度
第
３
回
正
義
と
平
和
委
員
会
学
習
会

明
日
を
生
き
る
「
若
者
気
候
訴
訟
」

「戦後80年　平和を祈ろう、�
� 学習しよう、語り継ごう」

平和旬間行事

（
続
き
）
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10
月
５
日
（
日
）
午
後
２

時
よ
り
５
時
ま
で
、
教
区
セ

ン
タ
ー
２
階
の
大
会
議
室
に

お
い
て
第
二
回
教
区
宣
教
司

牧
評
議
会
が
行
わ
れ
、
28
名

の
出
席
、
５
名
の
欠
席
で

あ
っ
た
。

報
告
・
確
認
事
項
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

最
初
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
の
青
年
委
員
会
の
梁
良
我

氏
よ
り
、
２
０
２
５
年
聖
年

「
青
年
の
祝
祭
」
に
７
月
28

日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
名
古

屋
教
区
か
ら
２
名
が
参
加
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

次
に
カ
リ
タ
ス
の
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
の
片
岡

義
博
神
父
よ
り
近
況
報
告
が

あ
り
、
再
建
さ
れ
た
輪
島
教

会
の
こ
と
、
公
費
解
体
作
業

前
の
家
屋
内
の
片
づ
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
に
言
及
し
た
。

詳
細
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ポ
ス
タ
ー
を
参
照
の
こ
と
。

そ
の
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
の
活
動
状
況
報
告
が
あ

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
、
小
教

区
ご
と
の
７
～
８
月
の
平
和

旬
間
の
活
動
な
ど
が
紹
介
さ

れ
た
。
8
月
10
日
と
11
日
に

名
古
屋
地
区
と
北
陸
地
区
で

行
わ
れ
た
教
区
平
和
旬
間
行

事
の
報
告
も
あ
り
、
名
古
屋

地
区
の
布
池
教
会
で
は
原
爆

被
害
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
に
ん
げ
ん

を
か
え
せ
」
の
鑑
賞
と
松
浦

悟
郎
司
教
司
式
の
平
和
祈
願

ミ
サ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
予

想
を
上
回
る
参
加
が
あ
り
、

北
陸
地
区
は
福
井
教
会
で
同

じ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
と
松
浦
司
教

司
式
の
ミ
サ
を
行
い
、
外
国

籍
信
徒
も
多
数
参
加
。

続
い
て
、
今
年
度
の
予
算

中
間
報
告
と
来
年
度
の
予
算

請
求
に
つ
い
て
補
正
予
算
の

説
明
報
告
が
あ
り
、
補
正
予

算
は
承
認
。

そ
の
他
、
殉
教
者
祭
（
栄

国
寺
）
台
風
の
発
生
予
報
状

況
に
応
じ
て
対
応
、
開
催
変

更
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

敬
老
の
日
に
つ
い
て
は

カ
ー
ド
を
298
名
に
贈
っ
た
こ

と
。来

年
度
の
行
事
予
定
に
つ

い
て
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

作
成
の
協
力
願
い
、

カ
障
連
よ
り
２
０
２
６
年

11
月
14
日
～
15
日
カ
障
連
名

古
屋
全
国
大
会
の
た
め
、
実

行
委
員
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に

よ
る
小
教
区
訪
問
を
し
て
支

援
、
協
力
を
感
謝
。
引
き
続

き
、訪
問
し
た
い
と
の
こ
と
。

審
議
事
項
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

（
１
）
新
成
人
と
と
も
に

祝
う
「
教
区
新
年
の
集
い
」

に
つ
い
て
は
、
担
当
は
城
南

ブ
ロ
ッ
ク
な
の
で
、
ど
の
よ

う
な
集
い
（
ミ
サ
後
の
茶
話

会
）
に
す
る
か
、
事
務
局
と

相
談
し
て
決
め
る
。
青
年
委

員
会
に
協
力
依
頼
を
す
る
場

合
は
早
め
に
す
る
こ
と
が
決

定
。（２

）
通
常
聖
年
閉
幕
に

つ
い
て
の
司
教
提
案
。
バ
チ

カ
ン
で
は
２
０
２
６
年
１
月

６
日
の
主
の
公
現
の
主
日
に

聖
年
を
閉
幕
す
る
が
、
各
国

で
は
今
年
の
12
月
28
日（
日
）

聖
家
族
の
主
日
に
閉
幕
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
名
古

屋
教
区
で
は
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
、
昨
年
の
開
幕
ミ
サ

と
同
様
に
聖
家
族
の
主
日
に

カ
テ
ド
ラ
ル
で
、
当
日
布
池

教
会
の
ミ
サ
（
午
前
9
時

半
）
を
閉
幕
ミ
サ
と
し
、
各

小
教
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主

日
の
ミ
サ
の
中
で
同
じ
意
向

で
ミ
サ
を
す
る
。
そ
の
ミ
サ

の
中
で
、
全
小
教
区
が
共
通

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
祈
り
な
ど

を
す
る
こ
と
に
す
る
。
詳
細

は
決
ま
り
次
第
、
各
小
教
区

に
連
絡
。

（
３
）ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・金・

銀
祝
の
集
い
に
つ
い
て
（
２

０
２
６
年
３
月
20
日
濃
尾
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
）

そ
の
日
に
、
召
命
の
集
い

を
し
た
い
と
い
う
修
女
連
の

提
案
に
つ
い
て
、
ミ
サ
は
午

前
11
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
前
に
修
女
連
中

心
に
子
ど
も
や
青
年
を
対
象

に
召
命
の
集
い
を
す
る
こ
と

に
は
賛
同
を
得
た
。
ま
ず
は

実
施
し
、
今
後
春
分
の
日
を

召
命
の
日
に
す
る
か
ど
う
か

は
検
討
。

（
４
）
２
０
２
７
年
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝
を

予
定
し
て
い
る
春
分
の
日
と

聖
香
油
ミ
サ
が
近
い
が
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝
と
聖

香
油
ミ
サ
は
意
向
が
異
な

り
、
重
な
る
人
も
い
る
が
主

な
参
加
者
は
別
な
の
で
、
予

定
通
り
別
日
に
。

（
５
）
教
区
合
同
堅
信
式

を
カ
テ
ド
ラ
ル
布
池
教
会
で

行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
の
提

案
。
司
教
は
毎
年
、
聖
霊
降

臨
の
主
日
に
カ
テ
ド
ラ
ル
で

堅
信
式
を
行
う
。
そ
の
日
に

教
区
と
し
て
の
堅
信
式
を
布

池
教
会
で
実
施
し
た
い
。
そ

こ
に
あ
る
2
つ
の
形
は
、

①�

復
活
祭
に
信
者
に
な
っ
た

人
が
、
そ
の
小
教
区
の
所

属
だ
け
で
な
く
、
名
古
屋

教
区
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

共
に
歩
む
し
る
し
と
し
て

布
池
教
会
で
の
教
区
堅
信

式
に
参
加
。

②�

新
受
洗
者
で
は
な
い
が
、

堅
信
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
機
会
に
他
の
小

教
区
の
人
た
ち
と
堅
信
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
小
教
区
で
機
会
が
少

な
い
た
め
待
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
人
た
ち
も
こ
の

機
会
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

結
論
と
し
て
、
松
浦
司
教

提
案
に
出
席
者
は
ほ
ぼ
全
員

が
賛
同
。
今
後
の
課
題
と
し

て
、
会
場
と
な
る
布
池
教
会

の
合
意
と
協
力
、
実
際
の
受

け
入
れ
と
準
備
は
誰
が
す
る

か
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
遠

方
か
ら
の
参
加
者
に
開
始
時

間
、
交
通
費
な
ど
の
問
題
を

ど
う
す
る
か
な
ど
を
検
討
す

る
。以

上
が
今
回
の
評
議
会
の

概
要
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
１
月
１
日
の

能
登
半
島
震
災
か
ら
１
年

９
ヶ
月
た
っ
て
、
関
心
が

段
々
と
薄
く
な
っ
て
い
る
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
672
名
、

そ
の
内
災
害
関
連
死
は
444
名

と
増
え
続
け
て
い
る
。

災
害
が
大
き
か
っ
た
奥
能

登
地
域
の
公
費
解
体
は
、
８

～
９
割
進
ん
で
き
て
い
る

が
、
震
源
か
ら
少
し
離
れ
た

七
尾
市
は
未
だ
に
６
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
そ
の
理
由
は
、
解
体
業

者
の
不
足
や
、
解
体
廃
棄
物

の
置
き
場
が
不
足
し
て
い
る

等
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
に
も
建
物
の

損
壊
程
度
が
奥
能
登
地
域
ほ

ど
で
は
な
い
た
め
、
住
民
の

方
も
修
繕
を
す
る
か
、
解
体

を
す
る
か
の
判
断
に
時
間
が

か
か
り
、
公
費
解
体
の
申
請

が
、
締
切
直
前
の
８
月
に
駆

け
込
み
で
申
請
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
る
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、
公
費
解
体
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
家
の
家
財

等
を
基
本
的
に
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
家
主
の
大

半
が
高
齢
者
で
あ
る
た
め

に
、
片
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
手
が
必
要
に
な

る
。
夏
休
み
に
は
学
生
が
多

く
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
が
、
い
ま
は
ほ
か
の
団
体

を
含
め
、
人
の
手
が
非
常
に

不
足
し
て
い
る
現
状
を
片
岡

神
父
は
訴
え
た
。

９
月
27
日
に
輪
島
教
会
が

献
堂
さ
れ
、
今
後
は
こ
れ
ま

で
の
七
尾
に
加
え
て
、
輪
島

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス

を
構
え
、
２
拠
点
で
活
動
を

行
っ
て
い
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス

タ
ー
を
作
製
し
た
の
で
、
各

小
教
区
な
ど
で
掲
示
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
新
し
く
制
作

さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
空
き
状

況
も
確
認
で
き
、
そ
こ
か
ら

申
込
も
可
能
。（
記
載
さ
れ

て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を
参
照
の

こ
と
。）

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以

外
で
の
能
登
へ
の
つ
な
が
り

も
紹
介
し
、
再
建
さ
れ
た
輪

島
教
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
幼

稚
園
の
ホ
ー
ル
を
借
り
て
月

２
回
お
こ
な
っ
て
き
た
ミ
サ

を
、
10
月
か
ら
毎
週
日
曜
日

の
ミ
サ
を
再
開
す
る
こ
と
か

ら
、
輪
島
を
訪
れ
、
信
者
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
ミ
サ
に
参

加
し
た
り
、
被
災
地
を
視
察

す
る
巡
礼
を
提
案
。（
そ
の

場
合
、
事
前
に
連
絡
を
い
た

だ
け
る
と
助
か
る
）。

そ
れ
以
外
に
も
、
震
災
時

に
火
災
な
ど
で
大
き
な
被
害

を
う
け
た
輪
島
朝
市
の
支
援

と
し
て
、
お
店
か
ら
「
乾

き
も
の
」（
１
袋
500
円
）
を

仕
入
れ
て
い
た
だ
き
、
バ

ザ
ー
な
ど
で
販
売
す
る
支
援

や
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

公
募
し
た
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
「
の
と
の
と
な
り

に
」
に
合
わ
せ
た
ロ
ゴ
も
製

作
し
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
手
ぬ
ぐ

い
を
販
売
（
10
月
下
旬
頃
よ

り
）
す
る
の
で
、
今
後
の
活

動
継
続
の
た
め
に
協
力
を
求

め
た
。
ま
た
、
カ
リ
タ
ス
の

と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
に
寄
せ
ら

れ
る
募
金
で
運
営
が
成
り

立
っ
て
い
る
が
、
長
く
支
援

が
続
い
て
い
け
る
よ
う
に
、

今
後
も
継
続
し
て
の
募
金
支

援
に
協
力
を
求
め
た
。
こ
れ

ら
の
情
報
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
紹
介
し
て
い
る
。

今
年
度
第
二
回

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
が
行
わ
れ
る

カ
リ
タ
ス
の
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
近
況
報
告

こ
の
紙
面
上
記
に
掲
載
し
た
第
二
回
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
で
、
カ
リ
タ
ス
の
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
の
片
岡
義
博
神
父
か
ら
あ
っ
た
能
登
被
災
地
の
近
況
報
告

を
紹
介
す
る
。
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

11
月
の
教
会
暦

１
日
㈯	

諸
聖
人
（
祭
）

２
日
㈰	

死
者
の
日
（
年
間
第
31
週
）

４
日
㈫	

聖
カ
ロ
ロ
・
ポ
ロ
メ
オ
司
教

（
記
）

９
日
㈰	

ラ
テ
ラ
ノ
教
会
の
献
堂
（
祝
）

（
年
間
第
32
週
）

10
日
㈪	

聖
大
レ
オ
教
皇
教
会
博
士（
記
）

11
日
㈫	

聖
マ
ル
テ
ィ
ノ（
ト
ゥ
ー
ル
の
）

司
教
（
記
）

12
日
㈬	

聖
ヨ
サ
フ
ァ
ト
司
教
殉
教
者

（
記
）

16
日
㈰	

年
間
第
33
主
日

	

貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願

日

	

聖
書
週
間
（
～
23
日
ま
で
）

17
日
㈪	

聖
エ
リ
ザ
ベ
ト
（
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
）
修
道
女
（
記
）

21
日
㈮	

聖
母
マ
リ
ア
の
奉
献
（
記
）

22
日
㈯	

聖
チ
ェ
チ
リ
ア
お
と
め
殉
教
者

（
記
）

23
日
㈰	

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
（
祭
）

	

（
年
間
第
34
週
）

	

世
界
青
年
の
日

24
日
㈪	

聖
ア
ン
デ
レ
・
ジ
ュ
ン
・
ラ
ク

司
祭
と
同
志
殉
教
者
（
記
）

30
日
㈰	

待
降
節
第
１
主
日

12
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

７
日
㈰	

待
降
節
第
２
主
日

	

宣
教
地
召
命
促
進
の
日（
献
金
）

８
日
㈪	

無
原
罪
の
聖
母
マ
リ
ア
（
祭
）

14
日
㈰	

待
降
節
第
３
主
日

21
日
㈰	

待
降
節
第
４
主
日

25
日
㈭	

主
の
降
誕
（
祭
）

28
日
㈰	

聖
家
族
（
祝
）

教
区
行
事
予
定

11
月

１
日
㈯	

信
徒
協
役
員
会
／
正
義
と
平
和

委
「
学
習
会
」・
定
例
会

２
日
㈰	

美
濃
加
茂
教
会
堅
信
式
＊
／
教

区
東
八
事
第
二
墓
地
合
同
追
悼

ミ
サ

３
日
㈪
㈷
殉
教
者
委
「
美
濃
・
尾
張
キ
リ

シ
タ
ン
顕
彰
ミ
サ
・
講
演
会
」

（
美
濃
加
茂
教
会
）

８
日
㈯	

典
礼
委
全
体
会
議
／
殉
教
者
委

定
例
会
／
信
徒
協
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）

９
日
㈰	
多
治
見
教
会
堅
信
式
＊
／
城
東

Ｂ
会
議
／
三
河
B
会
議
・
司
祭

会
議

11
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

の
会

13
日
㈭	

顧
問
会
＊

15
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

16
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議

18
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

23
日
㈰	

豊
橋
教
会
堅
信
式
＊
／
北
陸
Ｂ

会
議

27
日
㈭	

月
集
＊

30
日
㈰	

日
比
野
教
会
堅
信
式
＊

12
月

7
日
㈰	

半
田
教
会
堅
信
式
＊

９
日
㈫	

樹
の
会
／
正
義
と
平
和
委
定
例

会

11
日
㈭	

顧
問
会
＊

13
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
典
礼
委
員

会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
信
徒

協
役
員
会

16
日
㈫	

カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

タ
ー
運
営
委
員
会
＊
／
カ
ト

リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

17
日
㈬	

能
登
視
察
＊

20
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

21
日
㈰	

南
山
教
会
献
堂
75
周
年
記
念
ミ

サ
＊

26
日
㈮	

教
区
司
祭・助
祭
の
集
い
、
テ・

デ
ウ
ム
＊
／
教
区
事
務
所
仕
事

納
め

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

11
月

17
日
㈪
～
20
日
㈭　

日
韓
司
教
交
流
会

◇
11
月
の
炊
き
出
し

木
6
日
布
池
、
13
日
ひ
ま
わ
り
・
南
山
・

樹
の
会
、
20
日
聖
霊
・
南
山
・
樹
の
会
、

27
日
城
北
橋�

金
7
日
喜
望
の
会
、
14
日
南
山
、
21
日

布
池
、
28
日
恵
方
町

大切な家族・友人のために
ささげる追悼ミサ

日　時　2025年11月15日（土）　10：00
場　所　カトリック五反城教会
司　式　五反城主任 アルディー・ハヨン神父�
　　　　山野聖嗣神父（カリタス福祉委員会委員長）
その他　�平服でお越しください。遺影台を用意しますので

写真、思い出の品などお持ち下さい。
主　催　名古屋教区カリタス福祉委員会�
　　　　TEL 052-852-1426

名古屋教区　社会活動ネットワーク
おかざき九条の会　戦後80年企画

ドキュメンタリー映画　「豹変と沈黙」
日　時　11月15日（土）　開演14：00（開場13：30）

会　場　せきれいホール�
　　　　（☎0564-25-0511　岡崎市朝日町3-36-5）

概　要　映画上映会�
　　　　日記でたどる沖縄戦への道�
　　　　�～苦難の道をたどった日本兵たち　戦中日記が明

かす驚くべき事実とは～

参加費　前売り　800円　当日　1000円�
　　　　障害者・学生は無料（事前予約）

申込み・問合せ　☎090-9172-4448　神谷（かみたに）

主　催　�おかざき九条の会

クリスマスを祝う祈りと歌の集い 
～主税町で歌おうクリスマス～

日　　時　2025年12月6日（土）�
　　　　　13：30開場　14：00開演　15：30終演予定
会　　場　�主税町記念聖堂�

〒461-0018　愛知県名古屋市東区主税町3丁目33
アクセス　�地下鉄名城線「名古屋城」駅下車。徒歩15分�

市バス「清水口」「白壁」バス停より徒歩5分
出 演 者　�独唱者2名、管楽アンサンブル6名（Fl. 2Cl. 

BsCl. Trb. Eu.）、デージー（女性合唱数名）、指
揮者1名（いずれも予定）

特別出演　光山相泰助祭
入 場 料　無料（会場での自由献金あり）
主　　催　音楽と祈りの会
責 任 者　�石原立教（090-2445-3736）�

 au332059@gmail.com

チャリティーコンサート
ミャンマー地震被害支援のため

日　　時　2025年12月6日（土）　13：30（開場13：00）
場　　所　カトリック瀬戸教会　聖堂　瀬戸市苗場町66
アクセス　名鉄瀬戸線　新瀬戸駅より徒歩5分�
　　　　　愛知環状線　瀬戸市駅より徒歩5分
参 加 費　無料（自由献金をお願いします）
プログラム　�オルガン・ホルン・弦楽器演奏合唱隊・みんなで歌

おう・お楽しみタイム・ミャンマータイム　その他
主　　催　瀬戸・高蔵寺・南山教会有志
問 合 せ　山本雅徳　TEL 0561-82-7340�
　　　　　川口紗弥佳　080-5106-0127

連続講話（全5回）

ローマ・カトリックにおけるマリア論
～マリア教義に潜む諸観念を分かりやすく解説～

日時とテーマ　
2025年11月15日（土）	 第1回「�ローマカトリック教会にお

けるマリアの位置づけ」
		  　10：00～（いつくしみの祈り）
　		  　10：45～　講話
	 12月13日（土）	 第2回「神の母」であるマリア
2026年1月10日（土）	 第3回「罪なき方マリア」
	 2月14日（土）	 第4回「マリアの『被昇天』」
	 3月14日（土）	 第5回「恵みの媒介者なるマリア」

主　催　いつくしみの会

問合せ　相澤　090-1726-5627

講　師　ヴァルギース・レジモン　S.V.D.�
　　　　�通称レジ神父、現在南山大学で神学を教える。�

カトリック東海教会助任司祭。

場　所　川名山研修の家
　　　　〒444-0827　�名古屋市昭和区川名山町56�

（旧川名山聖霊修道院、聖霊病院裏）
〈カルメル修道会日比野修道院、講座、黙想企画〉

【静修の集い】
日　　時　2025年12月6日（土）　10：00～15：00

講話担当　今泉健神父（カルメル修道会）
テ ー マ　聖テレーズ ―暗闇の中での信頼―
スケジュール　講話①、ご聖体顕示、昼食�
　　　　　講話②、ミサ、茶話会
参 加 費　無料（自由献金をお願い致します）。�
　　　　　どなたでもご自由にご参加ください。
持 ち 物　昼食（各自持参）
問 合 せ　日比野修道院（052-671-1003）

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

ゴ
ー
ル

達成率
約95.1％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

685件 38,048,661円
目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

（2025年9月末日現在）

会場は〇の部分


